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本研究では，柏市中心市街地を対象に，個人の移動が把握できる携帯電話の位置情報データを用いて，

J リーグ観戦者の観戦前後での行動を分析した．2022 年 5 月 29 日に柏市の三協フロンテアスタジアムで行

われた柏レイソル対清水エスパルス(16:03 試合開始)を観戦した人の行動を分析した．分析の結果，試合開

始前にスタジアムに向かう時刻には比較的ばらつきがあるものの，試合終了後においては 1 時間以内には

スタジアム周辺から観戦者がいなくなる傾向が掴めた．試合開始に間に合うギリギリに来訪する人や，早

めに来訪し散策をしながら試合開始を待つ人の行動なども確認された．また，試合終了後に柏駅で長く滞

在する人の存在や，柏駅からスタジアムに向かう際と，スタジアムから柏駅に帰る際と異なる経路を選択

している人の存在も明らかとなった． 
 

     Key Words: GPS,smartphone pedestrian behavior,big data, J-league 
 
 
 

1. はじめに 
(1) 背景と目的 
大きな人流を生む 1つの要因としてスポーツイベント

がある．その中でもJリーグは2023年度の時点で全国60
チーム(J1:18チーム，J2:22チーム，J3:20チーム)が参加し

ており，地域の経済や回遊性に与える影響が大きいと考

えられる．J リーグ百年構想では，「あなたの町に，緑

の芝生におおわれた広場やスポーツ施設をつくること」

「サッカーに限らず，あなたがやりたい競技を楽しめる

スポーツクラブをつくること」「「観る」「する」「参

加する」「スポーツを通して世代を超えた触れ合いの輪

を広げること」を目標として掲げいる．今後の Jリーグ 
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図-1 J1リーグ1試合あたりのスタジアム入場者数推移 
 
参加クラブ数を増やすことを検討しており，将来 J リー

グへの入会を目指すクラブとして，2022年 2月にコバル

トーレ女川(宮城県牡鹿郡女川町)，東京 23FC(東京都新

宿区)，高知ユナイテッドSC(高知県高知市)，沖縄SV(沖
縄県豊見城市)が認められた 1)． 
ここで，J1リーグにおける各シーズン 1試合あたりの

スタジアム入場者数の推移を図-1に示す．2019-2020シー

ズンでは 1試合あたり 20,751人の入場者数であったが，

2020-2021シーズンでは 1試合あたり 5,796人の入場者数

まで激減している．これは，新型コロナウィルスによる

感染予防対策として，J リーグ・各クラブがスタジアム

入場者数を制限したためである．同時に，スタジアム内

での声出し応援や応援フラッグも禁止されている．

2022-2023 シーズンでは，一部制限が緩和されたことに

より 1試合あたり 14,328人まで入場者数が回復している．

2023-2024 シーズンでは，入場者数の制限が無くなり，

声出し応援も解禁された．シーズンが始まったばかりで

あり，1 試合での平均にはなるが，平均入場者数が

19,167人まで回復している． 
 1試合あたり約 2万人の入場者数になる J1リーグでは

あり，これらの人の来訪時における交通行動や購買行動

を把握することは重要である．本研究では，個別の移動

履歴が把握できる携帯電話位置情報を用いて，J リーグ

のスタジアム観戦者の行動分析を行う． 
 
(2) 既存研究のレビューと本研究の位置づけ 

J リーグのスタジアム観戦者の行動分析を行った研究

は以下のものなどがある． 
 平井・氏原 2)は，ファジアーノ岡山の試合観戦者を対

象にブランディングを用いたMMの効果検証を行ってい

る．認定バッジや，ワンショット TFP，PR 動画，リー

フレット配布などのMMを実施した結果，11%の自家用

車利用者が交通手段の転換を行ったことなどを示してい

る．訪問時や帰宅時の渋滞や混雑が課題となるスポーツ

イベントにおいて，ブランディングMMの効果を示した

有用な研究となっている． 

 平井・氏原 3)は，ファジアーノ岡山の試合観戦者を対

象にブランディングを用いたMMの効果検証を行ってい

る．展開した多くのMM施策の中で，行動プラン法に基

づくワンショットTFPがもっとも効果的であることを示

している．また，ファジアーノバスの内装リニューアル

や試合時刻に合わせた運行，国道情報板の標語掲示，JR
の駅構内・車内広告といった交通機関と連携した施策が，

プロジェクト認知のきっかけとなっていることなどを示

している．個別のMM施策の内容別でプロジェクト認知

の効果をみている有用な研究となっている． 
 谷本・氏原4)は，Jリーグのファジアーノ岡山の試合観

戦者を対象として，自家用車から徒歩や自転車，自家用

車から公共交通などに行動変容させるための複合的な施

策の提案を行っている．MMプロジェクトにより交通手

段の転換を行った属性は，30 代～40 代，サポーター歴

が長い，単独での観戦者である傾向を示している．MM
の効果がある対象を示している点で有用な研究である． 
 志摩・宮吉 5)は，2017 年に J リーグ全チームのホーム

スタジアムの施設特性と立地特性と俯瞰的に明らかにし

ている．スタジアムの立地を「市街地型スタジアム」

「郊外型スタジアム」「フリンジ型スタジアム」に分類

し，それぞれの開発の可能性を示している．スタジアム

利用の交通行動や回遊行動は，スタジアムの立地による

ため，J リーグ全チームのスタジアム立地特性を明らか

にしている点で有用な研究となっている． 
 西堀・嚴 6)は，愛知県豊田市における調査から，中心

市街地近郊で J リーグが開催される際に，駐車場入出庫

台数の時間変動が周辺の歩行者通行量の時間変動と異な

ることなどを示している．J リーグを対象に駐車場利用

運営の効率化について論じ，中心市街地活性化への知見

が得られている点で有用な研究となっている． 
 その他にも，チケット価格や最寄り駅からスタジアム

までの距離などの要因を用いてスタジアム集客率の影響

要因を分析した辻・二宮7)の研究，Jリーグシーズンチケ

ット購入者について人口密度との関係などについて示し

た庄子ら 8)の研究などがある． 
 本研究では，個別の行動が識別可能な携帯電話の位置

情報を用いることで，J リーグスタジアム利用前後の行

動を詳細に把握することを目的とする． 
 
 
2. 取得データの概要 
(1) データの概要 

本研究では携帯情報端末のGPS位置情報データを使用

した．本研究で用いたデータは，スマートフォンにダウ

ンロードされたアプリ内において，位置情報の取得に同

意したユーザーの端末の緯度と経度を記録する，デバイ

スロケーションデータ（株式会社ブログウォッチャー）
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を利用した．アプリを起動している間は一定の間隔で位

置情報が記録されるが，位置情報の取得間隔はアプリに

よって異なる．提携するアプリは 140種類以上であり，

月に一度以上アプリを起動するアクティブユーザーは

2,500 万端末にのぼる．そのため，多くのデータが取得

可能である． 
また，本データは個人の ID が変化しないため，個人

の行動を連続的に把握することが可能となっている．  
本研究では千葉県柏市の三協フロンテア柏スタジアム 

 

 
図-2 データの取得エリア 

 

 

図-3 柏レイソル1試合あたりのスタジアム入場者数推移 
 

表-1 データ取得日の試合情報 

 

(日立柏サッカー場)にて J リーグを観戦した人の行動

を分析する．三協フロンテア柏スタジアムは J1 リーグ

柏レイソルのホームタウンとなっている．柏レイソルは

1940年に創部された日立製作所本社サッカー部が前身と

なっており，1995年に Jリーグに加盟している．J1リー

グでは 2011年に優勝している． 
 

(2) データ取得エリアと取得日の概要 

 本研究の対象地域は千葉県柏市とした．柏市は千葉県

西部に位置する人口約 43 万人の中核市である．中心市

街地は柏駅を中心として広がっており，柏駅には JR，
東武線の鉄道路線のほか，路線バス(2社)，高速バスが

乗り入れている． 
 データの取得エリアは柏市の第 2期中心市街地活性化

基本計画にて指定されている中心市街地および，そこか

ら三協フロンテア柏スタジアムを含むエリアの外側

500m までとしている．三協フロンテア柏スタジアムは，

柏駅から約 1.5km南方に位置する．収容人数は 15,109人
となっている．調査対象地を図-2に示す．柏レイソルの

1 試合あたりのスタジアム入場者数の推移を図-3 に示す． 
データの取得日はコロナ前の 2019 年 5 月 26日(日)およ

び，コロナ禍の2022年5月29日(日)としている．データ

取得日の試合情報を表-1に示す．ただし，本研究ではデ

ータ量が十分である2022年5月29日(日)の分析結果を示

す． 
 
(3) 取得データの概要 

 本分析で用いたデータは，位置情報の他にも性別・年

代などの個人属性，交通モード，居住推定エリアが把握

できる．ただし，性別・年代などの個人属性については，

取得できていない人が多くなっている．本分析では，J
リーグ観戦者として，スタジアムが開場している 13:00-
19:00 にスタジアム内のポリゴンにいた人を対象として

いる． 
 本分析で用いた携帯電話の位置情報はスマートフォン

にインストールされたアプリによるものである．当該の

アプリの位置情報の取得を「常に」に設定している場合

は，常に位置情報を取得できている．また，位置情報の

取得を「使用中のみ」に設定している場合は，アプリ起

動中のみ位置情報を取得できる．「許可しない」に設定

している場合は，位置情報が取得できない．アプリベー

スでの位置情報取得にはなっているが，同じ端末で二重

に位置情報が取得されることは無い仕組みとなっている． 
 位置情報の取得を「使用中のみ」に設定している場合，

移動の途中で記録が途切れる可能性がある．本分析では，

ある程度連続して位置情報が取得できている人を対象と

するため，すべてのポイントの間隔が 20分以内の人の

みのデータを用いた．つまり，13:00-19:00のいずれかに 

スタジアム

柏駅

南柏駅

11,820 11,402 
9,471 

3,246 4,445 

9,265 
12,584 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2017年
(17試合)

2018年
(17試合)

2019年
(21試合)

2020年
(17試合)

2021年
(19試合)

2022年
(17試合)

2023年
(1試合)

※J2

開催⽇ 2019年5⽉26⽇ 2022年5⽉29⽇

KickOff 15:03 16:03

対戦相⼿ ⼤宮アルディージャ 清⽔エスパルス

結果 1-1 引き分け 3-1 勝ち

⼊場者数 10,671 8,708

天気 晴 晴

気温 31.8℃ 30.2℃

湿度 26% 20%
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表-2 抽出前のmode別ポイント数 

 
 

表-3 抽出後のmode別ポイント数 

 
 

表-4 抽出前の属性別人数 

 
 

表-5 抽出後のmode別ポイント数 

 
 

表-6 抽出前後の取得ポイント間隔 

 
 
スタジアム内にいた人かつ，すべての取得ポイントの間

隔が 20分以内の人を抽出して分析対象としている． 
 ここで，抽出前の各 mode のポイント数を表-2 に示す．

また，抽出後の各 mode のポイント数を表-3 に示す．さ

らに，抽出前の各属性の人の数を表-4に示し，抽出後の

各属性の人の数を表-5に示す．表-6に，抽出前と抽出後

の取得ポイント間隔のそれぞれのポイント数を示す． 
 抽出前では，全体で 2,145,534ポイント・22,987人であ

ったのに対し，抽出後では 23,523 ポイント・367 人とか

なり少ない標本数となっている．ただし，当日のスタジ

アム入場者数が 8,708 人であったことを考えると，全体

の 4.2%の人の行動を 20分取得間隔以内で把握できるこ

とには一定の意義があると考えられる． 

 
図-3 分析対象の居住地 

 

 
図-4 Jリーグ観戦者のプロット 

 
ここで，抽出後の 367人の居住地の分析を行う．本分析

で扱うデータでは，8分の 1 地域メッシュ(125mメッシ

ュ)にて居住推定エリアが把握できる．これらのメッシ

ュから居住地を，「分析の対象エリア内(図-2 を参照．

中心市街地+スタジアムエリアから 500m外側)」，「対

象エリア外の柏市内」，「柏市外」の 3つに分類した．

分析対象者の居住地を図-3に示す． 
 
 
3. Ｊリーグ観戦者の行動分析 

 
(1) 時間帯別の移動 
 本分析では，J リーグ観戦者の時間帯別の移動状況に

ついて把握する．まずは，J リーグ観戦者の行動のすべ

てのポイントについてプロットしたものを 図-4に示す．

柏駅周辺や，スタジアム周辺で多くのポイントがプロッ

トされているのがわかる．レイソルロードと呼ばれる通

りに多くのポイントがプロットされている．メインとな 

car train walk stay unknown 計
63,755 19,619 180,641 1,537,191 344,328 2,145,534

car train walk stay unknown 計
590 114 4,285 14,994 3,540 23,523

男性 ⼥性 不明 計
20代 4 3 0 609
30代 799 522 0 1,321
40代 693 492 0 1,185
50代 879 1,111 0 23
60歳以上 332 338 0 670
不明 0 0 17,162 17,162
計 3,007 2,818 17,162 22,987

男性 ⼥性 不明 計
20代 2 3 0 5
30代 16 8 0 24
40代 9 3 0 12
50代 14 9 0 23
60歳以上 6 5 0 11
不明 0 0 292 292
計 47 28 292 367

0〜5分 1784819 84.1% 0〜5分 10674 86.2%
5〜10分 237506 11.2% 5〜10分 1447 11.7%
10〜15分 65921 3.1% 10〜15分 224 1.8%
15〜20分 6417 0.3% 15〜20分 41 0.3%
20〜30分 5099 0.2% 20〜30分 0 0.0%
30〜60分 7970 0.4% 30〜60分 0 0.0%
60分〜 14815 0.7% 60分〜 0 0.0%

抽出⽬のデータ 抽出後のデータ

対象エリア内
4.6%

対象エリア外
柏市内
18.3%

柏市外
77.1%

スタジアム

柏駅

イオンモール

レイソルロード
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図-5 時間帯別 Jリーグ観戦者のプロット 

 

るレイソルロードを通り，駅とスタジアムの間の移動を

行っている人が多いことがわかる．一方で他の通りや，

イオンモールからの移動も見られる． 
 これらの J リーグ観戦者について，時間帯別にプロッ

トする．時間帯別のプロットを図-5に示す． 
J リーグ観戦者の時間帯別のプロットでは，試合開始

時刻の 3時間程度前から柏駅からスタジアムに向かう移

動が見られる．一方で，試合終了時刻から 1時間以内で 
スタジアムから柏駅に向かう移動がみられなくなる． 

 16:00 試合開始の夕方の試合もあってか，試合終了後

には多くの時間を柏市中心市街地で過ごさず，すぐに帰 

表-7 駅とスタジアムの移動時間 

 

 

 
図-6 行きと帰りで別のルートの人の例 

 
宅していることも考えられる． 
 
(2) 柏駅からスタジアムまでの移動 
 柏駅からスタジアムへの移動と，スタジアムから柏駅

までの移動について分析を行う．ここでは，柏駅とスタ

ジアムの両方を確実に利用している 86 人を対象とする．

各施設の到着・出発時刻を表-7に示す． 
 「行き」で柏駅への平均到着時刻を見ると 13:53とな 
っている．試合開始時刻の 2時間以上前には柏駅に到着

していることがわかる．最も遅く到着した人でも 15:42
となっており，試合開始には間に合う時刻となっている．

一方で，最も早く駅に到着したのは 10:01 であり，試合

開始時刻の 6時間も前となっている． 
 「行き」でスタジアムへの到着時刻をみると，平均で

14:43となっている．試合開始時刻の1時間前にはスタジ

アムに到着していることがわかる．最も早くスタジアム

に到着したのは 10:18 で試合開始時刻の 5 時間半以上前

となる．「帰り」のスタジアム出発時刻の平均は 18:10
となっている．試合が終了してから比較的早くスタジア

移動 平均 最も遅い 最も早い
⾏き 柏駅への到着時刻 13:53 15:42 10:01
⾏き スタジアムへの到着時刻 14:43 16:07 10:18
帰り スタジアムの出発時刻 18:10 19:00 16:58
帰り 柏駅への到着時刻 18:54 21:44 17:47

移動 平均 最も⻑い 最も短い
⾏き 柏駅からスタジアムへの移動時間 0:48 5:40 0:13
帰り スタジアムから柏駅までの移動時間 0:43 3:23 0:13

⾏き 帰り

帰り滞在
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ムを出発していることがわかる． 
 柏駅からスタジアムまでの移動時間の平均は 48分と

なっている．また，スタジアムから柏駅までの移動時間

の平均は 43分となっている．柏駅とスタジアム間の移

動は通常休まずに歩き続けた場合，15〜20分かかる．柏

駅とスタジアム間の移動にて，立ち寄り行動をしている

人の存在も考えられる． 
 ここで，特徴的な行動をしていた人の例を図-5に示す．

東京都荒川区在住のこの人の例を見ると，柏駅からスタ

ジアムまでと，スタジアムから柏駅までで別のルートを

通っていることがわかる．また，柏駅到着後に 20:15分
まで駅付近に滞在していることがわかる．このように，

それぞれの行動について詳細に確認することができた． 
 
 

4. おわりに 

 
本研究では，個別の行動が把握可能な携帯電話の位置

情報データを用いて，J リーグ観戦者のスタジアム来訪

前と来訪後の行動分析を行なった．分析対象の人数は少

ないものの，個別の詳細な行動を把握できた． 
スタジアムへの経路として，主に利用されると想定さ

れるレイソルロードとは異なる経路を選択している人や，

イオンモールからスタジアムに向かう人の存在も明らか

となった．スタジアムに向かう時刻にはばらつきがある

ものの，スタジアムからの帰宅時刻は試合終了後 1時間
以内に絞られていた． 
柏駅からスタジアムに向かう際と，スタジアムから柏

駅に帰宅する際とで異なる経路を選択している人や，帰

宅時の柏駅で長く滞在する人など特徴のある人の存在も

明らかとなった． 
今後は経路の特徴や個別の詳細な分析から，J リーグ

観戦前後での滞在や回遊を生む仕組みを検討したい． 
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